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CLINICAL STATISTICS ON OPERATIONS DURING A TEN-YEAR PERIOD  (1985-1994) 
           AT DEPARTMENT OF UROLOGY, HANDA HOSPITAL
Mineo KOBAYASHI, Takanori KATO, Syotoku  SA' and Sikou KAI
From the Department of Urology, Handa Hospital
   A clinical statistic survey was carried out on the operations performed at the Department of 
Urology, Handa Hospital between 1985 and 1994. The total number of operations was 2,532 and the 
number of operations other than extracorporeal shock-wave lithotripsy (ESWL) was 1,938. The mode 
of operation for urolithiasis has changed ramaticaly from open surgery to the ESWL and endourology. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  42: 617-621,1996)
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緒 言
半田市立半 田病 院は,500床の市 民病院で,1983年
5月現在地 に移転 し,泌 尿器科 は1985年7月よ り常勤
医が赴任 した.半 田市は愛知 県知多半 島中部 に位置
し,人 口は10万である.半 田病 院泌尿器科 の過去10年
間(1985年～1994年)の手術統計 を報告す る.
対 象 お よび方 法
1985年1月か ら1994年12月までに,手 術 室,X線 透
視室 あるいは体外衝撃 波砕石室 にて手術(ESWLを
含む)を 行 った症例 を対象 とした.統 計処理上,同 一
症例 が複数 回の手術 あるいはESWLを 受 けている場




のぞ く手術件 数 は1,938件(年間142-・226件)で,初
年度 を除 き年間200件前後 であるが,1988年か ら1991
年 の問は200件を下 回った.こ れはお もに,尿 路結石
手術 が減少 したため と思わ れる.ESWL導 入(1991
年10月)後 は,ESWL以 外 の手術件 数 も増加傾 向に
ある.
2.臓 器,部 位別手術件数の推移
a)腎,尿 管 に対 する手術(Tablel)
腎摘 出術 は57例に施行 され,そ の内48例が腎悪性腫
瘍摘除術であ った.尿 路結石 に対 する開腹手術は,お
1)現:名 古屋第一赤 十字病院泌尿器科
2)現:西 尾市民病 院泌尿器科
もに1987年までの3年 間 に行 われてお り,腎 切石術5
例,腎 孟切石術6例,尿 管切石術33例であ った.経 皮
的腎砕石術(PNL)は64件で,ESWLが 近 隣に普及
する以前 の1987年まで と,ESWLが 当院に導入 され
た1992年以後 に多 く行 わ れた.経 尿 道的尿管砕 石術
(TUL)は102件で,ESWL導 入後 に急増 した.経 皮
的腎痩造設術(PNS)は71件,経 皮的腎嚢胞穿刺術 は
39例で,こ の2つ は,お もにX線 透視室で行われた.




件(年 間22-49件),膀胱 全摘 除術 は47例(年 間2--
9例)施 行 された.膀 胱尿管新吻合術 は15例で,そ の
疾 患名 は,膀 胱尿 管逆 流症(お もにCohen法)12
例,膀 胱尿管移行部狭窄症2例,尿 管異所 開口1例 で
あった.経 尿道的膀胱結石砕石術 は39例で,94年度が













































































































































































c)尿 道,前 立腺に対す る手術(Table3)
経尿 道的前立 腺切 除術(TUR-P)は,10年間 に当
科 で もっ とも多 く行 われた手術で あ り,421例(年間
26--53例)施行 された.恥 骨後式前立腺被膜下摘除術
も16例施行 した.前 立腺全摘 除術 は未 だ15例と少 な
く,今 後積極的 に施行 してい きたい.尿 道つ り上げ術
は23例で,全 例Stamey法で行 い,大 変 良い成績 を
上げている.尿 道狭窄 に対する手術 は,内 尿道切開術





近隣の泌尿器科の増加に伴 い,そ の数は減少 してい
る.一方,両 側精巣摘除術(去 勢術)は 増加 してお
り,前立腺癌に対する内分泌療法が,エ ス トロジェン
使用か ら,去 勢術あ るいはLH-RHアナ ログに変
わってきたためと思われる。精巣摘除術は34例行われ
ているが,精 巣腫瘍 に対す る高位精巣摘除術 は24例







































































































の良性疾患 であった.そ の他,精 巣固定術80例,陰嚢
水腫根治術49例,精 巣捻転整復術26例などであった.
e)副 腎,そ の他 に対 する手術(Table5)
副腎摘 除術 は悪性褐色細胞腫 の1例 だけであった.
輸 出入脚不全 によるコ ックポーチ再建術が3例,ポ ー
チ内結石摘 出術が9例 行 われた.
3.疾 患別手術件数の推移
a)尿 路結石 に対する手術(Fig.2)
この10年間の尿路結石 の治療の変遷 は著 しい。腎,
腎孟切石術 は87年までで姿 を消 し,86年よ りPNL,
TULが 増加 した1).しか し,88年頃 よ り近隣の病院
にESWLが 普及 したため,尿 路結石患 者は他 院へ の
紹介が主 とな り,当 院での尿路結石手術 は激減 した.
1991年10月に当院 にもESWL(ModulithSL20)が導
入 され,そ れ とともに,TULな どの内視鏡結石手術
も増加 した.ESWLは3年3カ 月間で,396症例 に対
し594回行われた2>
b)悪 性腫瘍 に対す る手術(Fig.3)
腎全摘 除術48例(年 間1～6例),腎 尿管全摘 除術
17例(年間1～4例),膀 胱全摘除術47例(年 間2--
9例),前 立腺全摘 除術15例(年 間O-4例),高 位
精巣摘 除術24例(年 間1--4例)で,年 次的なばらつ
きがあるが,そ の増加傾向は予想 したほどではなかっ
た.前 立 腺癌 に対 す る去勢術(両 側 精巣被膜下 摘除
術)は67例(年 間1--15例)で,年次 的に増加 してい
た.TUR-Btの増 加 は,新 患 数の増加 もあ るが,お
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c)尿 路変更手術 の推移(Fig.4)
画腸導管造設籍 は23例 く年 問 蓋一4例)行 われた.
1986年より,コ ックポーチに よる蓄尿型尿路変更術 を
始め,1992S¥まで17例(年閣1-一・58」)施行 したが,
輸入脚不全,輸 出脚不全 などの晩期合併症が多発 した




島のほぼ中央に位置 している.毒 立半田病 院は,ベ ッ
ト数500床の市民病院で,13年前 に現在位置に移転 し,
その診療圏は,周 辺市町村 を含め,お よそ20万人であ
る.
泌尿器科 は,簸 初非常勤医 にて診療が行われていた
が,韮985年4Aより鴬勤 医が赴任 し,}987年よ り常勤
医2名 体 制 と なっ た.1987年初 年 度 を 除 い て,
£SWL以 外 の年 閣手衛 件数 は2e◎件蕩後で大 きな変動
はなかoた.し か し,1989年から1990年にかけて は,
尿路結薦手術の減少のため総手術件数 はやや減少 した
が,ESWLが 導入 され た1992年以後 は増撫蜘 轍 こあ
る(Fig.1).
部位溺 の件数 で見る と,ESWLを 除 き,陰 茎 精巣
陰嚢 の手術 が541件(27.4%)でもっとも多 く,尿 道
前 立 腺 の 手 術518件(26.7%),膀胱 の手 術 鰯 件
〈22.§%〉,腎尿管 の手衛総2件 く20.7%)などが続 き,
この割合 は他施設 と大差 はなか った4"'6)この10年間
で もっとも多 く行 われた手衛は,TUR-Pで,過 去給
年間 に421件で,全 体 の手術 の2L7%を 占めた.こ れ
に続 くの は,TUR-Bt325件,環状 切 開術179件,
TULl92件,精 管 結紮 衛88傍,精 巣 露 定衛80件,
PNS71件,去勢術67件,PNL64件などであ った.い
わゆ る,内 視鏡 手衛は936件で全体 の醤.3%を しめ た
(Table1～5)。
疾患 別 でみ ると,尿 路 結石治療 の変遷 が著 しい.
Fig.2のご とく,始 めの3年 間は,開 腹結石手術 がま
だ施行 されてお り,Endourology,特にPNLも 積極
























まりなかったが,そ の内容 にはかな りの変遷 を認め
た.
結 藷




2。 尿路繕石手衛 の年次変遷は著 しく,祷 期 は内視
鏡結石手 術が増加 し,中 期 は結石手術 自体 が激減 し
た.後 期 は,ESWLが 導 入 され,ESWL,WL拭
よる治療が主体 となった.
3.も っ とも多 く行 われた手術 は,TUR-P416件
であ った.続 いて,TUR-B{325件,環状切 開 玉79件,
TUL102件,精管結 紮術88件な どであ った.悪 性 腫
瘍 に対 す る手衛 の増力醸ま,去 勢衛 以外 は軽 度で あ っ
た.
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